
授業科目
看護学科専門

【担当教員名】 対象学年 ２ 対象学科 看護

鈴木　昭
開講時期 後期 必修選択 必修

単位数 １ 時間数 15

【ディプロマポリシーとの関連性】

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ◎ ◎ ○

【概要・一般目標：GIO】

地域保健福祉活動を実践する上で不可欠な知識として、保健医療福祉行政の仕組みや制度の変遷とその内容ついて具体的に理解する。

【学習目標・行動目標：SBO】

１．わが国の保健医療福祉制度の概要・歴史について述べることが出来る。

２．保健医療福祉行財政の仕組みについて概説することが出来る。

３．地域保健福祉活動の仕組を理解し、保健師活動と結びつけて説明することが出来る。

４．地域保健医療福祉計画の変遷と策定手法について、説明することができる。

回
数

授業計画・学習の主題
SBO
番号

学習方法・学習課題
備考・担当教員

１ 保健医療福祉行政の根拠とめざすもの 1 講義、担当：鈴木　昭

２ 我が国における保健医療福祉行政の変遷 1 講義、担当：鈴木　昭

３ 社会保障と保健医療福祉行財政の仕組み 2 講義、演習、担当：鈴木　昭

４ 地域保健医療福祉行政の体系と地域ケアシステム１（高齢者） 3 講義、演習、担当：鈴木　昭

５ 地域保健医療福祉行政の体系と地域ケアシステム２（障害者） 3 講義、演習、担当：鈴木　昭

６ 地域保健医療福祉行政の体系と地域ケアシステム 31（子どもと家庭） 3 講義、演習、担当：鈴木　昭

７ 地域保健医療福祉行政の体系と地域ケアシステム３（低所得者） 3 講義、演習、担当：鈴木　昭

８ 地域保健医療福祉計画の変遷と策定手法 4 講義、担当：鈴木　昭

【使用図書】 ＜書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ ＜発行年・価格 他＞

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書

その他の資料

【評価方法】

レポート 80％程度、出席点・演習態度 20％程

度により評価する。

【履修上の留意点】

参考図書は、後に紹介する。参考図書の他、新聞，インターネット等の媒体を活用

すること

保健医療福祉行政論


